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ン南西部のフーゼスターン州デズフール県サフィ アーバ ド市 （人
口八〇〇〇人）を訪れた際、個人の住宅においてインターネットが使用されているのを確認した。　
このように、イランでは人口一
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停戦から二一年、現在のイラン政権が地方農村部を含むイラン社会とのあいだで有している最大のネットワークは、前述のように数十万人の戦死者（シャヒード）の家族を中心とする戦争家族と復員兵たちである。実際筆者が訪れた地方中小都市（ルースター・シャフルにおいて国家の功労者としてコミュニティーの中心的な役割を担っていたのは、二〇〇〇年当時四〇〜五〇代のこうした人々であった。　
これらの人材を輩出している戦
争関係者たちは、必ずしも現実にハータミーキヤーが描くような社会との断絶に苦悩している訳ではない。だがそれだけに彼らの息子たちの世代である一 から二〇代の青年たちのなかから、バシージュ組織の終末論的・マフディー待望論的な思想教育に感化されて極端な排外主義 矛先を彼らの社会の隣人たちにも向けるタイプが育ってきているとすれば、その背景にある彼らの鬱積の大き 要因はやはりイラン・イラク戦争という国民的な体験が未だに充分に消化し切れていないことにあ のではないか。　
イラン・イラク戦争の当初、ホ
メイニーは以下のよう 語 いる。 「我が国軍や革命防衛隊の武装
兵士の勇猛さは、イスラーム初期の信徒たちの勇猛さにも比肩する」 。西側の提供する ラクの最新兵器に人海戦術で抵抗するべく次々と前線に送り込まれた兵士たちは、国軍の兵士であれ自ら志願したバシージュであれ、そ ぞれこの戦争への挺身が自らの奥底にあるイスラームへの信仰 直結すると信じて ったに違いない。 るいはまたそのような信仰に全人格を委ね ことができず、ただ自分の肉親を守る めという思いで戦った兵士も少なからずいただろ 。だがこ 戦争で命を落とした兵士たちの家族にとって、戦争はどのような意味をもっているのだろうか。　
一九八八年八月に国連決議五九













の内的発展経路による市民社会の形成を徐々に実現してきた。それは社会、文化、芸術のあらゆる分野において顕在化しつつあり、この流れをイスラーム統治体制の政治的理念 よっ 押し留めることはもはや不可能な段階に入っている。イランの民主化に向けて新たな政治的・文化的潮流を形づくるべき主な担い手は都市中間層の若者、学生、女性であろう。他方現在のイラン社会においては 「都市」の概念自体がかつて無いほど全国的に拡散しつつあり、そのすそ野は筆者 理解によれば旧来の社会イメージ よるイラン分析の前提条件を るかに超えて拡 っている。イスラ ム統治体制の名のもとに軍事独裁政権の永続を狙う現体制と非暴力的な民主化を志向する市民勢力のあいだの闘争は、実際にはこの広大な社会階層をめぐって戦われていると言ってよいのである。
